
令和３年度　施策評価シート（令和２年度実績）

 ■施策全体の事業費（トータルコスト） ■現状、課題及び今後の方針＜施策担当課＞    （前年度） （今年度）

■行政評価内部評価委員会意見    （前年度） （今年度）

 ※事業費…直接事業費＋人件費（施策に投入された工数に平均労務費を乗じて算出）

 ■一次評価の概要

 　＜各評価項目の平均点＞ ■行政評価外部評価委員会意見    （前年度） （今年度）

■施策の指標･目標

　＜ランクの集計（Ａ…最高ランク、Ｄ…最低ランク）＞ 単位

① １人当たり国民健康保険医療費 円

② 国民健康保険税の収納率 ％

　＜次年度以降の実施方針の集計＞ ③ 生活保護被保護世帯数 世帯

④

⑤事業数 2 4

方針 拡大 現状維持 縮小 休・廃止

96.2 96.1 96.3 100.0

113 114 111 108 106 120

445,116 429,436 350,000

事業数 5 1 94.9 96.0

Ｒ２ 目標

ランク Ａ B C D 415,032 428,124 430,266

指          標          名 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

　国民健康保険加入者の減少と高齢化に伴い、国保の運営環境は厳しさ
を増していることから、さらなる医療費抑制のため、検診の受診勧奨をより
一層強化するとともに、生活習慣病等の早期発見、早期治療の啓発を図ら
れたい。
　また、被保険者の健康への意識を高めるよう努められたい。

　国民健康保険加入者の減少と高齢化により、国民健康保険税の減少と
医療費が増加傾向にあることから、引き続き、疾病の早期発見・早期治療
の啓発を進めるとともに、不要な受診を抑える仕組みを構築されたい。

　行政評価内部評価委員会の意見はおおむね妥当と認める。 　行政評価内部評価委員会の意見はおおむね妥当と認める。

 　医療の高度化や被保険者の高齢化（65歳以上の加入割合 55.0％）に
伴い、一人当たりの医療費は年々上昇している。令和元年度から、県の糖
尿病性腎症重症化予防プログラムに基づき、糖尿病治療中断者や健診の
結果、糖尿病や慢性腎臓病が疑われる人に対し受診勧奨を実施してい
る。今後も、地区医師会と連携しながら、受診勧奨及び医療機関からの情
報提供に基づく保健指導や栄養指導を実施していく。
　また、第三者行為によって傷病を受けた場合など、国保連合会や消費者
センター等の各関係機関と連携を密にし、保険給付の適正化を図る。

  新型コロナウイルス感染症の影響による医療機関への受診控えにより、
令和２年度の一人当たりの医療費は減少した。医療の高度化や被保険者
の高齢化による医療費の上昇が見込まれるため、後発医薬品の普及啓発
や多受診者への保健指導、各関係機関と連携を密にした第三者行為の早
期把握など、医療費の適正化を図る。疾病の早期発見・早期治療を目的と
した人間ドック事業も推進する。
　国保税の収納率については、年々向上している。引き続き、公平かつ適
正な税の賦課・徴収を行い、国民健康保険事業の財源を確保する。

基本施策 社会保障制度の充実
関係課

収納推進課 福祉課

事務事業数 6

施策番号 12

 施策区分
分類 健康【action２】

施策の目的
　制度や社会情勢の変化に的確に対応しながら、国民健康保険制度や後期高齢者医
療制度、国民年金制度などの運営を行うとともに、生活困窮者に対する支援を行い、各
種社会制度の適正な運営を図る。

施策担当部・課 市民生活部 市民課
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Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３（計画）

施策に投入された各年度のトータルコストの推移（千円） 事業費

一般財源
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■施策構成事務事業
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95 福祉課
-　 -　 -　

2 1 2 0 Ａ 拡大
111 108 106 110

→ 2265,112 79,401 270,219 81,831 生活保護費保護世帯数 世帯6 生活困窮者への支援 278,761 82,287 251,915 80,067

94 市民課
-　 -　 -　

2 2 2 0 Ａ 現状維持
2,853 2,862 2,545 3,000

→ 29,159 2,012 9,161 4,004 窓口等相談件数 件5
国民年金啓発活動の
推進

9,157 3,703 9,204 3,751

93 市民課
98.9% 98.8% 99.6%

2 2 1 0 Ａ 現状維持
97.9 97.8 98.6 99.0

↑ 26,983 6,941 7,156 7,106 保険料収納率（普通徴収） ％4
後期高齢者医療制度
の運営

7,013 6,959 7,068 7,016

92 市民課
94.3% 88.2% 71.4%

1 1 1 1 B 現状維持
264 247 200 280

↑ 15,354 1,838 6,860 2,320 人間ドック受診者数 人3
疾病予防事業（人間ドッ
ク）の実施

6,928 2,282 6,519 2,305

91 税務課
96.2% 96.1% 96.3%

2 1 2 0 Ａ 現状維持
96.2 96.1 96.3 100.0

↑ 225,170 25,170 25,759 25,759 現年度分収納率（国保分） ％2
国民健康保険税の適
正な賦課と徴収

16,337 16,337 25,641 25,641

90 市民課
81.4% 78.7% 81.6%

1 1 2 1 Ａ 拡大
430 445 429 350

↓ 28,857 6,412 12,868 5,173
1人当たり国民健康保険医
療費

千円1
国民健康保険事業の
運営

15,232 9,854 13,404 8,028

市民一人当たり 11,731 4,272 11,130 4,498 11,460 4,352 12,068

1.7 1.3 1.7 0.392.7% 90.5% 87.2% 1.8

320,635 121,774 332,023 126,193

平均

4,587

施
策
全
体

事業費等 333,428 121,422 313,751 126,808

指標名 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 最終事業費 一般財源 事業費 一般財源 事業費 一般財源

所管課Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３（計画） 必
要
性

公
平
性

有
効
性

効
率
性

独
自
性

No 事務事業名

事業費及び一般財源　　　　　【単位：千円】
重点指標の推移

一次評価

事業Noラ
ン
ク

方針
事業費 一般財源


